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浄
土
宗
西
山
流
祖
善
慧
房
證
空
上
人
は
、
宗
祖
法
然
上
人
の
嫡
弟
で
あ
っ
て
、
師
の
滅
後
に
西
山
三
鈷
寺

に
し
や
ま

荏
生
院
）
に
住
し
て
盛
ん
に
師
承
の
法
門
を
宣
説
し
給
う
た
。
故
に
時
の
人
は
「
西
山
の
上
人
」
と
呼
ん
だ
。

せ
い
ざ
ん

後
世
に
は
「
西
山
上
人
」
と
称
す
る
に
至
っ
た
。

畏
く
も
、
後
嵯
峨
天
皇
は
、
御
受
戒
の
師
た
る
に
よ
っ
て
「
弥
天
善
慧
国
師
」
の
号
を
賜
っ
た
と
伝
え
、
滅

後
五
百
五
十
回
の
辰
忌
に
当
っ
て
、
寛
政
八
年
八
月
廿
四
日
に
、
光
格
天
皇
か
ら
「
朕
嘉
乃
徳
更
加
徽
号
日
弥

天
善
慧
鑑
知
国
師
」
と
論
旨
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
西
山
流
の
末
徒
は
祖
師
を
西
山
国
師
と
称
す
る
に
至

っ
た
。
総
本
山
粟
生
光
明
寺
第
六
十
九
世
法
主
、
関
本
諦
承
老
師
が
壮
年
の
頃
、
祖
師
御
己
證
の
法
味
を
愛
楽
す
る

為
に
、
主
と
し
て
短
篇
御
紗
物
の
中
か
ら
、
弥
陀
の
別
願
四
十
八
の
願
数
に
準
じ
て
、
四
十
八
の
要
文
を
抄
出

し
、
そ
の
文
意
に
よ
り
仮
に
題
目
を
つ
け
て
、
独
自
の
見
地
か
ら
次
第
配
列
を
定
め
て
一
巻
の
法
語
集
と
し

『
西
山
国
師
御
法
語
』
と
題
さ
れ
た
。
そ
れ
が
明
治
廿
九
年
、
南
紀
総
持
寺
か
ら
出
版
さ
れ
、
爾
来
門
流
の
間

堂
え
が
き

ま
え
が
き
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に
普
及
し
て
法
孫
の
信
仰
を
増
進
し
、
又
布
教
の
讃
題
と
し
て
用
い
ら
れ
、
広
く
法
益
を
施
し
た
。
不
肖
も
亦

若
年
の
頃
か
ら
拝
読
す
る
の
法
幸
に
浴
し
た
一
人
で
あ
る
。

大
正
八
年
四
月
、
不
肖
祖
山
光
明
寺
の
学
寮
に
学
ぶ
に
及
ん
で
、
一
日
関
本
法
主
貌
下
の
丈
室
に
推
参
し
て

親
し
く
拝
謁
を
得
、
此
の
法
語
集
の
各
項
の
出
典
を
お
尋
ね
し
た
事
が
あ
る
。
「
広
く
読
め
ば
わ
か
る
」
そ
れ

だ
け
が
お
答
の
す
べ
て
で
あ
っ
た
。
誠
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
其
後
不
肖
は
そ
の
出
典
を
確
認
す
る
毎
に
、
一

一
の
題
下
に
記
入
し
て
、
つ
い
に
全
項
目
を
確
か
め
得
た
。

五
段
抄
よ
り
七
、
安
心
紗
よ
り
七
、
女
院
御
書
上
巻
よ
り
四
、
同
下
巻
よ
り
六
、
勅
伝
巻
四
十
七
よ
り
、

四
、
（
白
木
の
法
語
全
、
津
戸
三
郎
尊
願
へ
の
返
状
よ
り
一
、
九
条
入
道
将
軍
へ
の
状
よ
り
二
）
、
述
誠
よ

り
九
、
善
慧
上
人
御
法
語
よ
り
四
、
観
経
疏
大
意
よ
り
三
、
鎮
勧
用
心
法
語
全
、
当
麻
曼
陀
羅
注
よ
り

一
、
行
観
の
私
記
に
引
用
の
法
語
一
、
明
秀
の
愚
要
紗
に
引
用
の
法
語
一
、
以
上
四
十
八
項
目
で
あ
る
。

か
え
り
見
れ
ば
、
同
一
妙
物
よ
り
数
項
目
を
抜
出
し
て
然
も
前
後
不
次
第
で
あ
る
。
又
問
答
体
の
も
の
に
つ

い
て
見
れ
ば
そ
の
答
の
部
分
だ
け
で
あ
る
。
思
う
に
老
師
は
、
抜
出
し
た
要
文
の
文
意
に
従
っ
て
排
列
の
順
位

を
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
の
要
文
を
そ
れ
だ
け
諭
し
て
も
法
味
愛
楽
に
は
十
分
で
あ
る
。
布

教
、
識
淡
の
讃
題
と
し
て
も
恰
好
で
あ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
の
編
枇
か
と
見
ら
れ
る
。
関
本
老
師
か
ら
見
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れ
ば
出
典
を
云
云
す
る
の
必
要
は
な
い
。
祖
師
の
御
法
語
と
し
て
有
難
く
頂
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
若
し
出
典

を
明
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
「
広
く
読
め
ば
わ
か
る
」
の
で
あ
る
。

然
し
初
学
の
者
か
ら
す
れ
ば
、
紗
物
の
始
終
を
通
読
し
て
全
体
に
一
日
一
っ
て
の
教
意
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
問
答
体
の
も
の
は
、
問
と
答
と
を
見
な
け
れ
ば
そ
の
真
意
を
把
握
す
る
に
十
分
で
な
い
。
そ
の
意
味
か
ら

不
肖
は
そ
れ
等
の
妙
物
を
集
め
て
短
篇
妙
物
集
と
し
て
座
右
に
具
え
た
。
時
々
法
友
に
そ
の
出
版
の
事
を
語
っ

た
の
で
あ
る
が
、
今
日
迄
実
現
を
見
な
か
っ
た
。
幸
に
此
度
、
西
山
短
期
大
学
長
上
田
良
準
師
の
計
ら
い
に
よ

っ
て
、
高
祖
善
導
大
師
一
千
三
百
年
遠
忌
記
念
と
し
て
出
版
の
運
び
と
な
っ
た
事
は
幸
慶
こ
の
上
も
な
い
。

此
度
『
西
山
上
人
短
篇
妙
物
集
』
と
し
て
出
版
す
る
に
当
っ
て
は
、
上
記
の
諸
書
の
外
に
「
定
散
料
簡
義
」

「
大
念
寺
来
迎
仏
胎
内
文
書
」
「
浄
橋
寺
梵
鐘
銘
文
」
「
證
空
上
人
書
状
（
⑩
清
凉
寺
文
書
、
②
誓
願
寺
文
書
、
③
興
善

寺
文
譜
）
」
「
伝
承
の
和
歌
」
等
の
八
篇
を
加
え
て
上
下
に
二
分
し
た
。
上
は
主
と
し
て
教
義
の
解
明
を
主
と
せ

ら
れ
た
も
の
を
集
め
、
下
に
は
念
仏
行
者
の
安
心
起
行
両
全
の
勧
進
を
主
と
せ
ら
れ
た
も
の
を
集
め
た
。
そ
の

著
述
の
年
代
等
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
拘
泥
せ
ず
、
従
来
木
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
の
序
列
に
従
っ
た
。
特
に
『
西
山
上
人
短
篇
紗
物
集
』
と
題
し
た
の
は
、
大
部
の
も
の
は
『
西
山
全
書
』

中
に
出
版
さ
れ
て
居
る
の
と
「
西
山
上
人
」
の
呼
び
名
が
祖
師
の
御
在
世
の
、
沙
門
證
空
の
か
ざ
ら
ざ
る
清
楚

ま
え
か
き
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如
法
の
御
姿
が
そ
の
ま
ま
に
偲
ば
れ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
巻
末
に
解
題
を
附
し
た
が
意
を
つ
く
し
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
の
諒
恕
を
得
た
い
。
た
だ
祖
師
の
御
法
語
の
本
文
を
彼
此
対
照
し
つ
つ
播
読
し
て
、
御
真
意
を

領
解
体
得
せ
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

な
お
此
度
の
出
版
に
当
っ
て
、
そ
の
原
稿
の
校
合
清
書
、
印
刷
の
校
正
等
に
つ
い
て
勝
本
顕
道
、
中
西
随
功

両
君
の
多
大
の
労
を
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

昭
和
五
十
四
年
九
月
末
日

長
講
堂
隠
寮
に
て

森
英
純
誌
す
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